
蓮
根
植
替
え
実
習
及
び
蓮
根
分
根
の
お
知
ら
せ

 

日　

時　

平
成
18
年
４
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
14
時

 

場　

所　

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

 

住　

所　

千
葉
市
花
見
川
区
畑
町
１
０
５
１

 

問
合
せ　

事
務
局
・
当
日
電
話090-3596-2822

（
三
浦
）

 

講　

師　

南　

定
雄　

会
長

 

参
加
費　

会　

員　

二
千
円
（
肥
料
代
及
び
蓮
根
代
）

　
　
　
　

 

非
会
員　

三
千
円
（
肥
料
代
及
び
蓮
根
代
）

 

集
合
所　

①
東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

　
　
　
　

 

②
JR
総
武
線
新
検
見
川
駅
改
札
口

　
　
　
　

 

９
時
30
〜
10
時
に
新
検
見
川
駅
に
到
着
の
方

　
　
　
　

 

は
送
迎
い
た
し
ま
す
。

 

宿　

泊　

宿
泊
ご
希
望
の
方
は
、
会
場
近
く
に
あ
る
東
大

　
　
　
　

 

セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

 

宿
泊
代　

五 

千 

円
（
予
定
）

　
　
　
　

 

詳
細
は
宿
泊
希
望
者
に
後
日
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

 

ご
注
意　

①
雨
天
時
で
も
決
行
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

②
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。
付
近
に
あ

　
　
　
　

 

る
コ
ン
ビ
ニ
で
調
達
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

 

事
務
局
で
、
お
茶
の
用
意
を
致
し
ま
す
。

 

締
切
り　

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、

　
　
　
　

 

３
月
31
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

『
蓮
文
化
だ
よ
リ
10
号
』
発
行

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
10
号
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
に
は

25
名
の
会
員
よ
り
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
国
荷
花

協
会
・
王
其
超
会
長
よ
り
、
平
成
16
年
７
月
16
日
、
内
田

顧
問
の
蓮
園
を
訪
問
し
、
再
会
し
た
お
り
に
詠
ま
れ
た
、
感

動
的
な
、
珠
玉
の
漢
詩
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
に
は
例
年
ど
お
り
、
二
部
お
送
り
致
し
ま
す
。

一
部
は
手
元
に
、
一
部
は
蓮
文
化
向
上
の
た
め
に
、
花
の

好
き
な
知
人
に
お
見
せ
い
た
だ
き
、
会
員
を
増
や
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
高
覧
い
た
だ
き
ご
意
見
、
感
想
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
追
加
ご
希
望
の
方
は
、
一
部
五
百
円

（
送
料
別
）
に
て
頒
布
し
て
い
ま
す
。
蓮
文
化
研
究
会
の

活
動
を
宣
伝
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
の
事
業
計
画

１
月
29
日
（
日
）　

第
八
回
定
時
総
会

２
月
初
旬　

蓮
通
信
28
号
、『
蓮
文
化
だ
よ
り
10
号
』
発
送

２
月
24
日
（
金
）
第
30
回
例
会
。   

岩
波
ホ
ー
ル
に
て
、

　
　
　
　
　

折
口
信
夫
著
『
死
者
の
書
』（
中
将
姫
物
語
の

　
　
　
　
　
　

藕
絲
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
）
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

映
画
観
賞
会
。
６
時
50
分
よ
り
上
映
で
す
。

　
　
　
　
　

６
時
30
分
ホ
ー
ル
前
集
合
。
券
は
各
自
で

　
　
　
　
　

ご
購
入
下
さ
い
。
自
由
席
定
員
制
。
前
売
券

　
　
　
　
　

千
五
百
円
（
当
日
千
八
百
円
）
前
売
券
は

　
　
　
　
　

岩
波
ホ
ー
ル
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で
発
売
中
。

　
　
　
　
　

詳
細
は
同
封
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照
。
当
日
観
賞

　
　
　
　
　

の
方
は
事
務
局
ま
で
御
一
報
下
さ
い
。

４
月
９
日
（
日
）
第
31
回
例
会
「
蓮
根
植
替
え
実
習
お
よ

　
　
　
　
　

び
蓮
根
分
根
」
東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

５
月
中
旬　

蓮
通
信
29
号
発
行

６
月
11
日　
（
日
）
第
32
回
例
会
・
情
報
交
換
会

６
月
中
旬　

蓮
通
信
30
号
発
行

６
月
17
日
〜
24
日　

第
二
十
回
中
国
荷
花
展
参
加

７
月
中
旬　

第
33
回
例
会　

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所 

　
　
　
　
　

／
行
田
古
代
蓮
の
里

９
月
中
旬　

蓮
通
信
31
号
発
行

９
月
30
日　
『
会
報
達
文
化
だ
よ
り
11
号
』
原
稿
締
切
り

10
月
中
旬　

第
34
回
例
会
・
情
報
交
換
会

11
月
下
旬　

蓮
通
信
32
号
発
行

平
成
19
年　

１
月
下
旬　

第
九
回
総
会
（
役
員
改
選
）

　
　
　
　
　
『
会
報
達
文
化
だ
よ
り
11
号
』
発
行
予
定

　
　

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
．

　
　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
も
会

　

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

蓮
通
信
28
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
1
月
29
日
第
八
回
定

　

時
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き

　

ま
し
た
会
員
の
皆
様
方
ご
苦
労
様
で
し
た
。

第
八
回
定
時
総
会
開
催

　

蓮
文
化
研
究
会
第
八
回
定
時
総
会
は
、
豊
島
区
立
勤
労

福
祉
会
館
で
、
１
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、

25
名
の
出
席
と
、
51
名
の
委
任
状
に
よ
り
開
会
、
提
出
議

案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
４
時
30
分
終
了
し
ま
し
た
。

富
山
の
三
鍋
さ
ん
、
岩
手
の
阿
部
さ
ん
、
福
島
の
多
田

さ
ん
遠
路
よ
り
ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
事
進
行
と
今
年
の
事
業
計
画
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

二
〇
〇
五
年
の
収
支
決
算
・
監
査
報
告
、
事
業
報
告
、

予
算
案
は
同
封
別
紙
の
通
り
で
す
。

開
会
宣
言　

三
浦
功
大　

事
務
局
長

議
長
選
出　

伊
藤
俊
久
氏

会
長
挨
拶　

南　

定
雄　

会
長

議
事
進
行　

２
０
０
５
年
事
業
報
告

　
　
　
　
　

２
０
０
５
年
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告

　
　
　
　
　

２
０
０
６
年
事
業
計
画
提
出

　
　
　
　
　

２
０
０
６
年
予
算
案
提
出

閉
会
宣
言　

議
長

　

歓
談
・
情
報
交
換
会　

総
会
終
了
後
は
、
自
己
紹
介
に

移
り
、
出
席
の
皆
さ
ん
よ
り
、
蓮
の
花
に
出
会
っ
た
感
動

的
な
思
い
出
、
蓮
の
花
に
思
い
入
れ
る
心
境
、
今
後
の
抱

負
な
ど
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
抽

選
大
会
に
移
り
ま
し
た
。
賞
品
は
千
島
理
事
か
ら
提
供
の

あ
っ
た
、
中
国
・
景
徳
鎮
、
紫
砂
の
蓮
文
様
の
湯
飲
み
、

急
須
、
国
産
の
蓮
根
酒
。
三
浦
・
池
上
理
事
提
供
の
蓮
文

様
の
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
、
中
国
の
蓮
デ
ザ
イ
ン
の
コ
イ
ン

な
ど
、
出
席
者
全
員
に
漏
れ
な
く
一
点
当
た
り
ま
し
た
。

懇 

親 

会

　

池
袋
駅
近
く
の
居
酒
屋
に
場
所
を
移
し
、
16
名
参
加
で

親
交
と
蓮
縁
の
絆
を
深
め
る
酒
宴
と
な
り
ま
し
た
。
三
鍋
、

阿
部
、
多
田
会
員
も
同
席
さ
れ
、
蓮
文
化
発
展
の
為
に
様
々

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。



の
蓮
の
茎
が
集
め
ら
れ
た
。
す
る
と
ま
た
比
丘
尼
が
現
わ
れ
て
、
蓮

の
茎
を
折
っ
て
糸
を
紡
ぎ
、
五
色
の
藕
絲
に
染
め
て
去
っ
て
い
っ
た
。

結
願
の
日
、
ま
た
比
丘
尼
が
現
わ
れ
て
、
一
夜
の
う
ち
に
五
色
の
藕

絲
で
、
方
一
丈
五
尺
の
曼
荼
羅
を
織
り
上
げ
た
。
娘
が
比
丘
尼
の
名

前
を
た
ず
ね
る
と
、
わ
れ
こ
そ
は
極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
如
来
で
、
織

女
は
観
音
菩
薩
で
あ
る
と
い
っ
て
、
西
方
雲
中
に
去
っ
て
い
っ
た
。

江
戸
時
代
『
中
将
姫
物
語
』
は
全
国
に
流
布
し
、
藕
絲
織
は
寺
院
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
。

会
員
の
新
刊
紹
介

『
腹
式
呼
吸
の
誤
解
を
解
く
呼
吸
法
』
田
淵
英
三
著

　

本
書
は
長
年
に
渡
っ
て
気
功
、
ヨ
ー
ガ
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
な

ど
を
研
究
し
、
自
身
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
礎
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

田
淵
英
三M

ail:eichan-t@
m
te.biglobe.ne.jp

『
内
田
又
夫
選
集　

巨
椋
池
の
蓮
』
内
田
又
夫
著

　

蓮
文
化
研
究
会
の
顧
問
で
あ
っ
た
、
故
内
田
又
夫
氏
の
長
年
に

渡
る
旧
巨
椋
池
研
究
の
書
で
す
。
氏
は
巨
椋
池
の
蓮
の
発
見
に
半

生
を
注
ぎ
、
発
見
し
た
蓮
を
育
成
し
、
分
根
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

蓮
文
化
の
普
及
の
為
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
は

著
者
畢
生
の
研
究
書
で
す
。

新
会
員
紹
介
（
12
月
〜
１
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

　

福
士
よ
し
子　

〒
〇
三
六
‐
八
三
六
八

　
　

青
森
県
弘
前
市
和
田
町
二
‐
一
七

　
　
　

電
話　

０
１
７
２
‐
３
６
‐
８
９
５
２

　

石
橋　

幸
枝　

〒
一
七
九
‐
〇
〇
七
三

　
　

東
京
都
練
馬
区
田
柄
二
‐
一
九
‐
三
六

　
　
　

電
話　

０
３
‐
３
９
３
９
‐
１
８
９
３

　

竹
村　

芳
夫
（
蓮
根
栽
培
）　

〒
四
三
二
‐
八
〇
六
一

　
　

静
岡
県
浜
松
市
入
野
町
九
五
〇
八
‐
一

　
　
　

電
話　

０
５
３
‐
４
４
７
‐
１
１
３
０

　

高
橋
里
枝
子
（
画
廊
経
営
）　

〒
三
七
一
‐
〇
〇
三
七

　
　

群
馬
県
前
橋
市
上
小
出
町
ニ
‐
一
〇
‐
一
八

　
　
　

電
話　

０
２
７
‐
２
３
５
‐
１
２
６
０

　

千
葉　

義
一
（
龍
興
寺
花
蓮
愛
好
保
存
会
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

〒
九
六
九
‐
六
二
六
六

　
　
　

福
島
県
大
沼
郡
会
津
美
里
町
字
布
才
地
七
〇
四
‐
四

　
　
　

電
話　

０
２
４
２
‐
５
４
‐
４
０
１
８

　

持
田　

澄
江　

〒
三
六
〇
‐
〇
〇
二
六

　
　
　

埼
玉
県
熊
谷
市
久
下
一
六
九
二
‐
ニ
ー

　
　
　

電
話　

０
４
８
‐
５
１
２
‐
６
２
５
５

　

小
林　

琴
江　

〒
三
六
〇
‐
〇
〇
〇
四

　
　
　

埼
玉
県
熊
谷
市
上
川
上
四
五
九
‐
一

　
　
　

電
話　

０
４
８
‐
５
２
４
‐
２
６
９
５

　

森
田　

恭
子　

〒
三
五
五
‐
〇
一
五
五

　
　
　

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
北
吉
見
八
三
三

　
　
　

電
話　

０
４
９
３
‐
５
４
‐
４
５
２
７

　

１
月
31
日
現
在
の
会
員
数
は
１
７
１
名
で
す
。

中
国
・
第
20
回
花
蓮
展
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
募
集

　

次
の
『
蓮
通
信
』
発
行
が
、
５
月
中
旬
の
予
定
で
す
の
で
、
少
々

先
の
事
で
す
が
、
第 

20
回
中
国
花
蓮
展
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

今
年
の
花
蓮
展
の
テ
ー
マ
は
「
和
諧
社
会
と
花
蓮
」（
和
諧
は
「
調

和
」「
和
合
」
な
ど
の
意
）。
第
一
会
場
は
、
風
光
明
美
な
杭
州
・
西

湖
の
曲
院
風
景
。
第
二
会
場
は
、
近
年
、
花
蓮
に
力
を
注
い
で
い
る

広
州
・
橋
頭
市
。
第
三
会
場
は
、
中
国
の
解
放
改
革
で
一
番
発
展
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
広
州
・
深　

市
の
三
カ
所
で
開
催
の
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
ま
だ
未
定
で
す
。
大
ま
か
な
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

６
月
17
日
（
土
）　

東
京 

↓ 

上
海
↓
杭
州

　

６
月
18
日
（
日
）　

開
幕
式

　

６
月
19
日
（
月
）
学
術
交
流
・
観
蓮
会

　

６
月
20
日
（
火
）
西
湖
・
観
蓮
会

　

６
月
21
日
（
水
）
↓　

広
州
・
橋
頭
市

　

６
月
22
日
（
木
）
開
幕
式
・
観
蓮
会

　

６
月
23
日
（
金
）
↓　

深　

市
・
観
蓮
会
・
閉
幕
式 

↓ 

広
州

　

６
月
24
日
（
土
）
帰
一
国

　

費
用
な
ど
ま
だ
未
定
で
す
が
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
応
募
締
切
り
は
４
月
30
日
で
す
。

会
費
納
入
の
お
顔
い

　

二
〇
〇
六
年
度
の
会
費
納
入
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
ご
使
用
下
さ
い
。

　

賛
助
会
員　

二
〇
、
〇
〇
〇
円　

夫
婦
会
員　

八
、
〇
〇
〇
円

　

一
般
会
員　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　

一
年
間
会
費
未
納
の
場
合
は
、
会
則
第
16
章
付
記
４
に
則
し

　

「
退
会
」
と
み
な
し
ま
す
。
早
め
の
納
入
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
30
回
例
会
で
岩
波
ホ
ー
ル
に
て
観
賞
す
る
、
人
形
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
「
死
者
の
書
」
は
、
折
口
信
夫
が
昭
和
14
年
に
発
表
し

た
作
品
で
、『
中
将
姫
物
語
』
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
物
語

は
奈
良
・
当
麻
寺
に
伝
わ
る
、
藕
絲
織
と
さ
れ
る
当
麻
曼
荼
羅
図
伝

説
と
、
大
津
皇
子
の
史
実
を
モ
チ
ー
フ
に
、
奈
良
時
代
、
藤
原
南
家

の
娘
の
一
途
な
信
仰
が
、
若
く
し
て
非
業
の
死
を
と
げ
た
大
津
皇
子

の
さ
ま
よ
え
る
魂
を
鎮
め
る
物
語
で
あ
る
。
監
督
・
脚
本
は
人
形
制

作
の
第
一
人
者
、川
本
喜
八
郎
。
声
の
出
演
は
宮
沢
り
え
、榎
木
孝
明
、

江
守
徹
、
黒
柳
徹
子
、
岸
田
今
日
子
な
ど
。
上
映
時
間
70
分
。

　

我
国
で
藕
絲
織
を
有
名
に
し
た
の
は
、
奈
良
県
・
当
麻
寺
蔵
の
奈

良
時
代
の
制
作
と
さ
れ
る
、
国
宝
・
綴
織
当
麻
曼
荼
羅
図
作
成
の
由

来
を
記
し
た
物
語
で
す
。
当
麻
曼
荼
羅
の
製
作
過
程
は
、
国
宝
『
当

麻
曼
荼
羅
縁
起
絵
巻
』（
鎌
倉
・
光
明
寺
蔵
）の
詞
書
や『
古
今
著
門
集
』

の
説
話
に
よ
っ
て
、『
中
将
姫
物
語
』
と
し
て
流
布
し
て
来
た
。

　

物
語
の
大
要
は
、
天
平
宝
字
七
年
横
佩
大
臣
の
娘
（
中
将
姫
）
が
、

生
身
の
阿
弥
陀
如
来
を
見
奉
ら
ず
ば
、
寺
を
出
な
い
と
発
願
し
て
当

麻
寺
に
入
っ
た
。
数
日
が
過
ぎ
る
と
比
丘
尼
が
現
わ
れ
て
、
阿
弥
陀

如
来
を
拝
み
奉
り
た
け
れ
ば
、
百
駄
の
蓮
の
茎
を
集
め
よ
、
と
告
げ

て
去
っ
た
。
姫
は
こ
の
こ
と
を
公
家
に
奏
聞
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
百
駄


